
五木東小学校 沿革 

明治 ８年度 久領新泉寺に於いて児童教育を開始（本校の創始） 野乃脇に出張教授所を開所 
 10 年度 西南の役の兵火のために校舎全焼 下手阿蘇神社境内に移転 
 13 年度 頭地田口に校舎を移転 
 21 年度 名称を頭地簡易科教場と改称 児童学級を学年組織に改める 
 23 年度 田口尋常小学校と改称 野乃脇尋常小学校独立 
 36 年度 頭地下手に新築移転 頭地尋常小学校と改称 
 38 年度 ２カ年の高等科を併設 
 41 年度 就学義務年限延長のため、高等科設置を廃止し６カ年の尋常小学校となる 
大正 ４年度 ２カ年修行の高等科と併置 
 13 年度 三浦、下梶原に分教場を設置 
昭和 12 年度 五木村立五木東尋常高等小学校と校名変更 
 13 年度 木造二階校舎新築落成 
 22 年度 新学制により中・小分離（高小廃止）し、五木村立五木東小学校と改称 
 23 年度 三浦分校が独立して三浦小学校と改称し、下梶原は三浦小学校の分校となる 
 30 年度 五木西小学校平瀬分校が本校の所属となる 
 43 年度 校歌制定 
 47 年度 完全給食開始 人吉高校五木分校が本校校舎を借用 
 50 年度 創立百周年記念碑建立 
 52 年度 給食室、プール建設 
 53 年度 熊本県指定学校体育研究校（～54 年度） 
 54 年度 熊本県指定学校体育研究発表会 学校体育優良校全国表彰受賞 
 56 年度 熊本県指定学校給食研究指定校（～57 年度） 
 57 年度 熊本県指定学校給食研究発表会 
 58 年度 学校給食全国表彰 
平成 ３年度 校旗新調 
 ６年度 熊本県指定環境教育推進校（～７年度） 
 ８年度 環境教育研究発表会 
 10 年度 校訓「やさしく かしこく たくましく」を制定 
 15 年度 頭地代替地に校舎新築移転 
 16 年度 新校舎、ランチルーム落成式 国立教育政策研究所委嘱へき地教育研究指定校（～17 年度） 
 17 年度 普通教室にエアコンを設置（４教室×２台） 国立教育政策研究所委嘱へき地教育研究発表会 
 18 年度 三浦小学校統合 平瀬分校閉校 エアコン設置（１教室×２台） 
 19 年度 熊本県教育委員会指定「心の教育」研究推進校 
 20 年度 熊本県教育委員会指定「心の教育」研究発表会 
 21 年度 五木西小学校統合 ベランダ改修工事 
 22 年度 児童用パソコン 21 台、校務用台、デジタルテレビ９台、電子黒板１台設置（学校ＩＣＴ整備事業） 

太陽光発電導入設置（安全・安心な学校づくり交付金事業） 
 23 年度 五木北小学校統合 
 24 年度 校舎・体育館外壁改修工事 電子黒板・書画カメラ導入（学校ＩＣＴ整備事業） 
 25 年度 タブレットＰＣ40 台導入（学校ＩＣＴ整備事業） 
 26 年度 熊本県指定ＩＣＴを活用した「未来の学校」創造プロジェクト推進事業研究推進校 
 27 年度 第 64 回全国へき地教育研究大会熊本大会分科会場校 
 28 年度 文部科学省指定教育課程特例校（英語教育） 
 29 年度 文部科学省指定教育課程特例校（英語教育）研究発表会 
 30 年度 文部科学省指定教育課程特例校（英語教育）研究発表会 
令和 元年度 新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業（3 月 1 日～3 月 24 日） 
 ２年度 新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業（4 月 14 日～5 月 31 日） 
 ３年度 水道自動水栓化工事 
 ４年度 プールサイド床シート全面貼り替え工事 
 ５年度 第 69 回九州地区へき地・小規模校教育研究大会（実践発表） 
 ６年度 児童用トイレを洋式に変更、教室電灯をＬＥＤに変更 
 ７年度 熊本県教育委員会指定「新たな学び」プロジェクト校事業 

創立百五十周年記念学習発表会（ごきげんフェスティバル） 
義務教育学校五木村立五木学園開校に伴い閉校（３月） 

 


